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　本年度は、GlyCosmosバージョン２にアップグレードし、新たな機能として糖鎖を検索するための様 な々ツールを提供して

いる。単糖組成や新たな描画ツールSugarDrawer(Tsuchiya et al., 2021)を用いて、GlyTouCanから取得した糖鎖構造

情報を目的別に検索が可能になっている。さらに、糖鎖遺伝子に関係する疾患情報も統合化した（図２および図３）。なお、

糖鎖を解析するために、糖鎖遺伝子の発現情報を入力し、合成されうる糖鎖構造を可視化するツール

GlycoMaple(Huang et al., 2021)も公開した。本ツールでは、RNA-Seqなどの糖鎖関連酵素に関する数値情報を入力し、

GlyCosmos糖鎖科学ポータルの仕上げ開発
Putting the final touches on the GlyCosmos Glycoscience Portal

図１ ： GlyCosmosポータルの概要図。標準、リポジトリ、データリソースで構成されており、多様な糖鎖関連データを統合化している。

　糖鎖科学ポータルGlyCosmos(Yamada et al., 2020)は2019年度に公開され、糖鎖に関連するありとあらゆるオミクス

データを統合化し、本サイトから閲覧、検索、解析を可能にしている。ACGG-DBに格納されている糖タンパク質データベ

ースGlycoProtDB(Kaji et al., 2017)や糖鎖遺伝子データベースGGDBをはじめ、これらのデータにGlyGen(York et al., 

2020)の糖タンパク質情報やReactome(Good et al., 2021)のパスウェイ情報、UniProt(Bateman, 2019)のタンパク質に

関する様々なメタデータを統合化している。また、レクチン情報に関しては本学独自で開発したMCAW-DB

(Hosoda et al., 2018)もリンクしており、糖鎖アレイ実験で得られたレクチンが認識する糖鎖構造情報も可視化している。

さらに、GlyCosmosにはリポジトリが設置しており、糖鎖構造を登録しアクセッション番号が得られるGlyTouCan(Fujita 

et al., 2021)や質量分析関係のリポジトリUniCarb-DR(Rojas-Macias et al., 2019)およびGlycoPOST(Watanabe et al., 

2021)にもアクセス可能になっている。図１にGlyCosmosポータルの概要を示しており、主に３つのセクションで構成されて

いる：標準、リポジトリおよびデータリソース。標準はGlyCosmosにおいて重要な要素であり、格納されたデータの標準形式

やオントロジーを示しており、これらのデータをアクセスするために必要な情報である。リポジトリには、GlyTouCanや

GlycoPOSTがアクセス可能になっている。データリソースがタンパク質や脂質、パスウェイ、疾患などの分類に整理されて

いるが、相互リンクを通して関連性が明示的になっている。また、外部のリソースとの連携もしており、PubChemやProtein 

DataBank PDB、そしてGlySpace Alliance(Aoki-Kinoshita et al., 2020)へのリンクも用意している。
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様 な々糖鎖合成経路（パスウェイ）上にその発現量を可視化する。これらのパスウェイに合成される糖鎖構造が表示され

ているため、遺伝子発現情報から合成されうる糖鎖構造を推測することができる。

　本取り組みにより、GlyCosmos糖鎖科学ポータルプロジェクトの最終年度である本年度に、糖鎖科学者が知りたい情

報の基盤が揃ったと言える。今後の発展として、複合糖質のリポジトリやレクチン情報の充実をはじめ、多くの情報を収集

し、拡充させていく予定である。

図2：GlyCosmosバージョン２で新たに導入した糖鎖関連疾患を統合化したリストGlyCosmos Diseasesである。Alliance of Genome 
ResourcesやDisGeNETより情報を収集し、リンクを提供している。このリストから、図3に示す疾患の詳細ページへ飛ぶことができ、詳細情報を閲
覧することができる。

図3 ： 疾患の詳細ページ。Disease Ontology ID (DOID)が上部に表示されており、そのIDに基づいて抽出した疾患の説明文などが
Summaryに表示している。その下に、関連糖タンパク質や遺伝子の情報が表示されている。
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図4 ： GlycoMapleの画面。HeLA細胞における遺伝子発現情報を反映したN型糖鎖合成経路図を示す。
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